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おわりに 

伝建地区から学ぶレジリエンスの高い地域とは 
 

災害から守るものの順番を考えると、まず何より命があり、次いで生活を守ることになるであろう。その次に何

を守るかと考えた時に、おそらく文化が挙げられるのではないか。災害の発生直後は、まず人命や生活再建が

優先されることは当然であり、文化を守ることを後回しにするのは仕方が無いのかも知れない。しかし、守るべき

文化の象徴が町並みであるような地域では、被災後の手当てが遅れれば時間の経過と共に傷みが進み、気付

いた時にはマチにもヒトの心にもぽっかりと穴が開いた気持ちになってしまう。そのようなことが無いように、平時

からの文化を守る活動を通じて“地域活力を高める”“予防力を高める”“回復力を高める”の３本柱について、地

域でしっかりと考え、策を講じていく必要がある。人の暮らしがあるからこそ防災に取組む意義がある。そして、

防災が保存にも繋がり、地域の状態が保たれているからこそ活性化に繋がる。つまり地域の保存・防災・活性化

はどれが欠けても成り立たない関係である。建築技術が発達し災害対応の技術も高度化する一方で、人と人と

の繋がりが防災の基本であることは変わらない。歴史的町並みのような地域で共有すべき中核が存在している

ことは、それを取り巻く多様なテーマと集まる場が生まれ、町並み内部の人と人、同様の中核を持つ地域間、多

主体の外部アクターと地域の間などを繋ぐ効果があり、新たな多様なアクターの参画とそれを繋ぎやすい資質を

持つ。その繋がりを普段から築き、情報共有する取組みは災害時にも役立つ。繋がりは防災に重要な意味を持

っているので、この研究プロジェクトで生まれた様々な繋がりを大切に維持し、発展させていくことがこれからの

使命と考える。 

 

なお、本研究プロジェクトを通じてレジリエンスの高い地域について考えてみると、次のようなものを備えてい

る地域がレジリエンスの高い地域になり得るのではないだろうか。 

◆多様なステークホルダーの参画が期待できる中核が存在する。 

◆若者が地域活動に参画する。 

◆地域で担い手を育てる場や相互の理解を深める場がある。 

◆予防力を高める技術促進が地域協働で行える。 

◆自助・互助・共助・公助の連携が円滑にできる平時からの制度がある。 

◆同じ関心を持つ人々のネットワークが地域を超えて存在し、平時から繋がりがある。 

これらの要件は、決して伝建地区や歴史的市街地に限ったものではなく、一般市街地でも展開できることであ

る。したがって、本研究プロジェクトでのアプローチや成果が歴史的市街地に限らず多くの地域で参考にされ、ヒ

トもマチも輝き続ける安全安心な地域づくりが推進されることを願っている。 

  

本書は、これで完結ではありません。本研究プロジェクトの成果を礎に創出される技術もあれば、永続するま

ちづくりの中で生まれる新たな知見や情報もあります。また、本書には誤解による不適切な解説や説明が不十

分な部分もあるかと思います。それらを改善して随時更新し、関係する皆様と共有を図っていきたいと考えてい

ます。ご指摘や情報提供等がありましたら、巻末の連絡先までご連絡をいただけると幸甚です。 
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